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青山里会の地域密着型サ-ビス

小山田特別養護老人ホーム

サ千号で卜日脚
平成21年4月にオ■プンしました

■小山田特別養護老人ホーム　サテライト四郷

■四日市市西日野町字小清野4008

■ TEL 059-322-1761

■定　員　入所20名　短期入所10名(全室個室)

■料　金(目安)約120.000円～約130,000円

木のぬくも痛言､あたたかい居住空間

四郷在宅介護サービスセンターの従来のサ-ビス(デイサ-ビス･訪問介護･訪問

看護･グループホーム･ケアプラン作成･相談支援･訪問給食)に､この度新たに｢サ

テライト四郷｣が加わり､四郷では居宅介護サービスと住まいの機能を併せ持つこ

とができました｡さらに地域の方々が集えるスペースも作り､より地域に編成された

老人ホームの中で､これまでの生活を重視したくらしのお手伝いを行います｡

12月にオ⊥プンしました

JLグル-プホ-ムあおぞら

{亀山市羽若町字西野834-41

t TEL 0595-97-3110

■定　員(西側)9名(東側)9名

■料　金(目安)約129′000円(要介護1)
～約131.000円(要介護5)

グループホーム

至亀山駅

く入居条件)

●介護保険で､介護度が要支援2､要介護1-5

●主治医に認知症であると診断されている方

●鈴鹿市および亀山市民の方(地域密着型サービスのため)

●原則､共同生活が可能な方
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サテライト型特責とはb･

市街地などに設置され､入居者が住み慣れた地域でのくらしを継続で

きることが特徴です｡青山里会では､国内でも先駆的に､まず平成18年

にサテライト小杉を開設しました｡これに伴い､本体施設である小山田特

別養護老人ホームの定員の一部の方々がサテライトに移られました｡

このサテライト化された特義は､地域の中の介護拠点となり､従来の本

体特蓑は地域における介護のバックアップ的役割を担うことができます｡

200名

平成22年開所予定　　　　　　　　　平成1 8年開所

iテライト憎-
'''丁.■:':,'去

平成22年開所予定

サテライト型特養　常磐地区･川島地区

平成22年4月　2ヶ所同時茸ふブン

■小山田特別養護老人ホーム　サテライト常磐　　■小山田特別養護老人ホーム　サテライト川島

『四日市市城西町699-1他　　　　　　　　　　　『四日市市別山4002他

『TEL 059-328-2177 (青山呈会代表電話)　　　　　■ TEL 059-32812177 (青山里会代表電話)

■定　員　入所20名　短期入所10名(全室個室)　t定　員　入所20名　短期入所10名(全室個室)

』のべ床面積　973.44m2　　　　　　　　　　　嘉のべ床面積　999.36m2
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社会福祉士藤井法子

昨年､青山里会では厚生労働省より助成を受けて､ ｢公営住宅における安心住空間支援システムに関す

る調査研究事業｣を行いました｡すでにテレビや新聞でもよく胃にするようになった｢孤立死｣ -｡この調

査で私たちは､人々が地域や家庭で｢孤立｣ (｢孤独｣とは違い無支援や排除された状態のこと)してしまう

暮らしの場面に注目し､なぜ孤立してしまうのか､どうすれば｢孤立化｣を防ぐことができるのかを考えまし

た｡そして､一人ひとりの心配事や困りごとについて､細かく丁寧に受け止め､向き合うことの大切さを改

めて認識しました｡ご家族やご近所や周りの人々､そして自分自身も､ ｢困ったなあ｣ ｢心配だな｣という気持

ち(ニーズ)に､気付かないことや､向き合わずに見過ごしている時があると思います｡そんな時､すでに

｢孤立化｣は芽生えているのかもしれません｡

そこで､個々の生活が｢孤立｣してしまわないように､くらしの不安や心配事をしっかりと受け止め､それ

らを見守ってカバーしていける支援､いわば｢見守り｣の支援が今必要であると考えるようになりました｡

急速に進む少子高齢化とともに､経済や社会保障も根幹から揺らぐ中､地域には認知症､貧困､虐

待などといった課題が散在し､支援をうけられずに社会から孤立してしまう現状があります｡もはや介

護保険や年金･医療制度だけでは生活の安心を保証することはできません｡これから地域で暮してい

く中で必要となってくるのは､専門職種だけのネットワークではなく､地域の組織やそもそもの地縁､

人々のつながりで可能となる｢人の手による見守り｣です｡私たちも社会福祉法人として､ここに力を

注いでいくことが今まで以上に重要であると考え､今年のテーマとともに事業を展開していきます｡

㊨



宅換;-一≒ �� �� �� 

a 

宗J守一感 �� � 

Aさん(80代)

膝も痛いし歩こうなんて思わなかった｡

歩き方を先生から教えてもらって前より長

いこと歩けるようになった気がする｡

スーパーでの買物も楽になった気がする｡

みんなと一緒に楽しく歩ける｡

胃が聞こえにくい為､音程が上手くと

れず､思うように歌が歌えなかった｡

健康まもり隊に参カロして､ 3ケ月日頃

から声もよく出るようになり､以前よ

り明るくなり､人と笑顔で接すること

ができるようになってきた｡


